

































































































































































図5 プライバシー意識 図6 プライバシー対策



































































































































































































































写真8 植木草花 写真9 園道




















































































































































































































写真17 E宅ブラックベリー 写真18 F宅 庭
図21 ガーデニングをするのは主に誰か
④ガーデニングが，地域間，夫婦間の交流を生む契機にな
る。ガーデニングという共通の趣味を通して近隣交際が発
展し，またガーデニング作業を通して夫婦の協力体制が築
かれる。
以上のことから，別荘地におけるガーデニングは，共有
空間意識の深化，生活空間の拡大を促進し，居住者の心を
和ませ，近隣との親密な交流を齎し，空間人間関係で構
成される居住環境全体の質を高めることに有効であること
が明らかである（図22）。
本研究は，「別荘地から定住地に転換したシニアタウンにおけ
る高齢者の居住環境の再編に関する研究」の一部であり，番場美
恵子講師（短期大学部文化創造学科），小森佑子助手（環境デザ
イン学科）をはじめ，奥山真衣，小渕翔子，田中祥子，中本百合
子，前田早穂さん（いずれも竹田研究室所属の平成21年度生活
環境学科卒業生）が調査に参加協力された。記して謝意を表し
ます。
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図22「庭およびガーデニング」の効果
